
































（2）VCM に対する TDM の実施状況調査








状況と，バンコマイシン（VCM）に対する Therapeutic Drug Monitoring（TDM）の実施状況調査を行った．
当院における同薬対象者として，高齢者，腎機能障害のある症例，長期使用を必要とする症例が多い傾向
にあった．使用薬剤では VCM が78％を占め，抗 MRSA 薬の使用実態に関するアンケート結果（2008年）3）
よりも高頻度であった．現時点で耐性菌の増加は確認できないが，今後は患者背景に応じた他剤選択を提
案する必要がある．当院における VCM に対する TDM の実施率は，3年間で上昇傾向だった．しかし，現
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感染症名 症例数 感染症名 症例数
肺炎 63 腹膜炎 2
敗血症 43 尿路感染症 2
皮膚軟部組織感染 41 細菌性髄膜炎 2
シャント感染 1
腎盂腎炎 1
深在性皮膚感染症 27 蜂窩織炎 1
骨髄炎 18 化膿性関節包炎 1
感染性心内膜炎 11 褥瘡感染 1
関節炎 7 人工血管感染 1
左感染性頸骨偽関節 4 ペースメーカー感染 1
慢性呼吸器2次感染 3 左感染性頸骨偽関節 1






2011年 2012年 2013年 全症例
ＭＲＳＡ 57 72 72 201
ＣＮＳ 2 8 4 14
E．Faecium 1 1 0 2
ＭＳＳＡ 4 3 1 8
その他細菌 3 10 5 18
検出なし 6 8 5 19
検査なし 3 3 5 11









































Fig.6 当院におけるVCMに対するTDMの実施件数と使用期間の比較Fig. 6　当院におけ VCMに対する
TDMの実施件数と使用期間の比較
ＭＩＣ 2011年 2012年 2013年 全症例
≦0.5 3 27 35 65
≦1 28 28
1 6 23 12 41
2 3 3 3 9
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